
肝動脈塞栓術を受けられる患者様へ

項目
入院前 入院日 手術日（術前） 手術日（術後） 術後１日目 術後２日目 ３日目 ７日目 8～10日目

（　 ・　 ） （　 ・　 ） （　 ・　 ） （　 ・　 ） （　 ・　 ） （　 ・　 ） （　 ・　 ） （　 ・　 ） （　・　）

安静

・安静度の制限はありません ・安静度の制限はありません ・術後６時間は仰向けのまま
　絶対安静です
・３時間後、砂嚢をはずしま
す
・穿刺してない足の屈曲はで
き
　ます
・６時間後からは、両足の屈
曲

・医師による消毒後、安静
　解除となります
・初めの歩行は看護師が付
　き添って歩きます

食事

・治療食（肝臓食）がありま
す

・朝食後は、絶食になります
・水分は取ってもかまいませ
ん

・飲水はすぐに可能です
・夕食より肝臓食が再開に
　なります
　(おにぎり､串刺し食になりま
す)

・治療食があります ・治療食があります
・栄養士による栄養
　指導があります

・治療食が
　あります

・治療食が
　あります

・治療食が
　あります
・退院後の
　栄養指導
　があります

清潔

・入浴が可能です ・シャワー、入浴はできま
　せん
・体を拭くタオルをお渡し
　します

・シャワー、入浴は
　できません
・体を拭くタオルを
　お渡しします

・シャワー、入浴
が
　可能です

・シャワー、入浴
　が可能です

・シャワー、
　入浴が可能
　です

内服
・止血剤、抗血小板剤を内服
　されている方は、決められ
　た日から中止となります

・眠前に下剤の内服がありま
す

・便が出ていなけれ
　ば下剤を渡します

・薬剤師による服
薬
　指導があります

注射

・昼頃に点滴を行います
・手術に行く直前に筋肉注射
　を行います
・抗生剤の投与を３日間行い
　ます

 

検査
・採血・レントゲン・心電図
　などの検査があります

・（採血） ・採血があります ・採血・CT検査が
　あります

処置

・ソケイの除毛を行います
・両足の足背動脈に印（×）
　をつけます

・朝７時頃、浣腸を行います
・義歯、ピン、指輪、眼鏡、
　腕時計を外して下さい
・陰部にガーゼを当てます
・尿道カテーテルを入れます
　（女性は必ず、男性は希望
　の方に行います）

・医師が穿刺部の消毒を行
　った後、尿道カテーテル
　を抜きます

・穿刺部の消毒を
　行います

・穿刺部の消毒を
　行います

観察

・毎日体温・脈拍の測定を
　行います
・必要な方は、血圧測定も
　行います

・血圧、脈、体温の測定を
　行います

・血圧。脈、体温の測定、出
血
　の有無、足の色、動脈の触
知
　をみます

・穿刺部の状態をみます ・穿刺部の状態を
　みます

・穿刺部の状態を
　みます

説明

・外来にて放射線科医師が手
術
　の説明をし、手術同意書を
渡
　します

・看護師が入院生活と明日の
　処置について説明します
・手術同意書は病棟看護師に
　お渡し下さい

・安静度の説明をします ・経過と退院
　後の説明を
　します
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